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自己紹介

• 1993～ 北海道大学附属図書館

• 1994～ Steven Harnad 「学術出版転覆提案」

• 2002～ 国立情報学研究所

• 2005～ 北海道大学附属図書館 機関リポジトリ

• 2010～ 小樽商大、千葉大、東大の各図書館

• 2018～ 上越教育大学附属図書館（現職）



学術出版転覆提案 要旨
• 紙媒体による学術出版の終焉を早めたい

• 学術論文の著者は、対価を求めてこれを売ろうとして
いるわけではない。公表すること自体が目的

• 従来は、紙媒体での出版しか選択肢がなかった。それ
には相応のコストを要する

• しかし、今は公開ファイルサーバという方法がある

• 世界のどこからでもアクセスできるサーバに皆が論文を
置くようにすればよい。ポール・ギンスパーグによる高エ
ネルギー物理学のプレプリント・ネットワークがその手本
となるだろう

• 残る案件は、査読による品質管理のみとなる

• 学術出版の総コストは大幅に下がり、必要最低限の実
費に最適化される



オープンサイエンス

オープンサイエンスとは、研究者のような専門家だけ
でなく非専門家であっても、あらゆる人々が学術的
研究や調査の成果やその他の発信される情報にア
クセスしたり、研究活動に多様な方法で参加したりで
きるようにするさまざまな運動のことである。オープン
サイエンスは、オープンアクセスの推進など科学的な
知をもっとオープンにし、社会に伝えるというさまざま
な活動を含む。

ウィキペディア日本語版 https://ja.wikipedia.org/wiki/オープンサイエンス

https://ja.wikipedia.org/wiki/


On the continent of Europe, the movement is 
more commonly called Open Science. 

In truth, Open Scholarship is a better title 
because in English the word ‘Science’ covers 
just a sub-set of all academic disciplines.



OSPP-REC (2018)

•欧州委員会Open Science Policy Platform 

•着手すべき推奨事項を8項目に整理
• Rewards and Incentives
• Research Indicators and Next-Generation 

Metrics
• Future of Scholarly Communication
• EOSC
• FAIR Data
• Research Integrity
• Skills and Education
• Citizen Science 

Open Science Policy Platform Recommendations 
https://ec.europa.eu/research/openscience/pdf/integrated_advice_opspp_recommendations.pdf

https://ec.europa.eu/research/openscience/pdf/integrated_advice_opspp_recommendations.pdf


https://www.leru.org/publications/open-science-and-
its-role-in-universities-a-roadmap-for-cultural-change

https://www.leru.org/publications/open-science-and-its-role-in-universities-a-roadmap-for-cultural-change


欧州研究大学連盟
（League of European Research Universities）



Open Science and its role 
in universities
• オープンサイエンスが大学に果たす役割？

•大学がオープンサイエンスに果たす役割？

“Universities 
should be leaders, 
not followers” 
(Paul Ayris)

Paul Ayris, Tiberius Ignat. Open Science and academic libraries: managing the change
https://zenodo.org/record/1306140#.W0MbW9UzaCg

https://zenodo.org/record/1306140#.W0MbW9UzaCg


第47回LIBER年次大会「オープンサイエンスのハブ
としての研究図書館：戦略から行動へ」
https://liberconference.eu/2018-presentations/

• Session 1: 乾坤一擲 国家規模～全欧州規模の契約折衝

• Session 2: 研究データ管理（RDM）：課題と取り組み

• Session 3: 協働しよう：パートナーシップを開発する

• Session 4: オープンサイエンスへの移行を先導する（前掲スライド）

• Session 5: オープンアクセス：ビッグディール後の世界に向けて

• Session 6: OPENでFAIRな契機を見つける

• Session 7: 訓練者、教育者としての研究図書館

• Session 8: 研究者のニーズを理解する

• Session 9: すべての道はオープンアクセスに通ず

• Session 10: 研究図書館サービスの研究データに関する機能強化

• Session 11: 次世代技術

• Session 12: OPENでFAIRなコミュニティを支援する

参考

https://liberconference.eu/2018-presentations/


a cultural change

オープンサイエンス、より正確を期すならオー
プンスカラーシップ（Open Scholarship）は、
文化を変えることである。研究、教育、知識交
流コミュニティの関係者が、自身の活動のアウ
トプットを創出し、蓄積し、共有し、世界に届け
るそのやりかたの変革である。大学等にとって
オープンサイエンスの原則、方針、実践を成功
させるためには組織内の文化を変えていくこと
が不可欠である。



オープンサイエンスが想定する
論文等執筆時の研究者の行動
• 論文は、クリエイティブコモンズ等のしかるべきライセンスの下に
オープンアクセスに

• 研究データもオープンにし、追試可能に

• 分析用ソフトウエアも利用できるようにし、研究の再現を可能に

• 場合によって研究の中途段階でも論文、データを公開。論文なら、
出版前（査読・編集段階）からOAリポジトリでプレプリント公開す
るなど

• もちろん前項は常に可能とは限らない。例えば、論文刊行時まで
データを専有したいこともある。しかしその場合でも、公表用の加
工済データはオープンに

• 論文やデータには、発見・再利用のための標準識別子を付与。
ORCID、FundRef、DOI、DataCite、Open Citationなど



Promote new ideas!
Win calls for funding!

1st to discover!
1st to communicate
Obtain that position!

Publish more!
Get more attention!
Reach bigger index! 
Compete and WIN !

Open Science: A Cultural Change 

More resources

Shared infrastructure

Efficient and responsible use

Collective intelligence

Activate micro-expertize

Save time - Re-use

Communicate efficiently

Disseminate and share

Collaborate and GAIN !

COLLABORATIONCOMPETITION +  COMPETITION

Paul Ayris, Tiberius Ignat. Open Science and academic libraries: managing the change
https://zenodo.org/record/1306140#.W0MbW9UzaCg

https://zenodo.org/record/1306140#.W0MbW9UzaCg


全体的推奨事項

• 8の構成要素にわたりオープンサイエンスを先導す
るシニアマネージャーの任命

•文化の変革を原理と実践の両面で支えるプログラ
ムの開発

•啓発プログラムの確立
• オープンサイエンスがもたらす恩恵を明らかにしつつ、課
題の困難さについては冷徹に

•戦略的合意形成→全学に当事者意識を



オープンサイエンスの構成要素

事項 解説 勧告

未来型の学術出版 1836 89

FAIRデータ 707 218

欧州オープンサイエンスクラウド（EOSC） 786 172

教育とスキル開発 648 117

顕彰とインセンティブ 523 250

次世代評価指標 902 118

研究公正 315 182

市民科学（シチズンサイエンス） 519 90
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未来型の学術出版
The future of scholarly publishing



推移の概観

•学術雑誌→インターネット→オープンアクセス思潮
の誕生→分野間の性質差や温度差をはらみつつ
も前進

• OA出版への国規模での移行の取り組み

• APCモデルの限界
• That transition has clearly not worked and 

the reason is financial.

• 生産性の高い大学ほど、購読コスト＜出版コスト

•新たな学術出版モデルが必要
• 単行書、教材、学術雑誌それぞれに既存事例







death of the monograph?

• Rather than talk of the death of the 
monograph, we can now envisage a future 
for this key research output which increases 
its impact.
（書籍の死だのなんだのというおしゃべりはもうやめにし
て、研究成果の中核としての書籍がさらにその影響力
を高められるような未来を構想しよう）

（参考）OA単行書の全容

• 327の出版者、22,367タイトル

• うち“univ”を含むもの：97出版者、5,072タイトル



教育活動のオープン化

• MOOCs、Open Educational Resources、、、

• オープンアクセスデジタル教科書

Open Access textbook 
project（UCL Press）
• 教科書出版の学内公募
（£1500×10件）

• PDFのほか、BOOC
（Books as Open 
Online Content）プラット
フォームも提供







学術雑誌出版はChallenging

•大学出版会等によるOA誌の刊行

• メガジャーナルモデル
〇 オープン査読、出版後査読

〇 原稿受理から出版までの素早い展開

〇 広領域、複合領域に対応

× 飽和状態
• Wellcome’s Open Research platform

• a European Commission Open Research Publishing 
Platform

× 「埋もれてしまう」問題



LERUとしての取組の可能性

•大学間協働によるOAメガジャーナルの創刊

•従来並みの主題粒度によるOA誌の創刊

• ミラノ大学事例
• オープンソースの雑誌出版ソフトウェア（OJS）を利用

• 30タイトル、年間60万ダウンロード

• SCOPUS、Emerging Source Citation Index採録





未来型の学術出版に関する推奨
事項

•大学としての強制力のあるオープンアクセス
方針、履行状況のモニター

•ロードマップの作成

•著者識別子（ORCID等）利用の奨励

•外部オープンアクセス出版者の活用

•学術出版の新たなメカニズムの考案（既存
事例も参考に）



FAIRデータ
FAIR Data

Findable, accessible, 
interoperable and 

re-usable data



研究データの共有

過去15年にわたり、研究機関は発表論文をできる
限りオープンに共有することに焦点を当ててきた。

しかし、現在その焦点は研究データに移っている。
なぜなら発表論文はすでに機関リポジトリやオープン
アクセスジャーナルで共有されているからである。そし
て、それら研究の成果物を検証し再現可能とするた
めに必要な要素として、研究データが注目されてい
るのである。

（発表論文はすでに機関リポジトリ……ホント？）



FAIR原則
To be Findable: (見つけられるために)

F1. （メタ）データが、グローバルに一意で永続的な識別子（ID）を有すること。

F2. データがメタデータによって十分に記述されていること。

F3. （メタ）データが検索可能なリソースとして、登録もしくはインデックス化されていること。

F4. メタデータが、データの識別子（ID）を明記していること。

To be Accessible: (アクセスできるために)

A1. 標準化された通信プロトコルを使って、（メタ）データを識別子（ID）により入手できること。

A1.1 そのプロトコルは公開されており、無料で、実装に制限が無いこと。

A1.2 そのプロトコルは必要な場合は、認証や権限付与の方法を提供できること。

A2. データが利用不可能となったとしても、メタデータにはアクセスできること。

To be Interoperable: (相互運用できるために)

I1. （メタ）データの知識表現のため、形式が定まっていて、到達可能であり、共有されていて、広く適
用可能な記述言語を使うこと。

I2. （メタ）データがFAIR原則に従う語彙を使っていること。

I3. （メタ）データは、他の（メタ）データへの特定可能な参照情報を含んでいること。

To be Re-usable: (再利用できるために)

R1. メタ（データ）が、正確な関連属性を豊富に持つこと。

R1.1 （メタ）データが、明確でアクセス可能なデータ利用ライセンスと共に公開されていること。

R1.2 （メタ）データが、その来歴と繋がっていること。

R1.3 （メタ）データが、分野ごとのコミュニティの標準を満たすこと。

ウィキペディア日本語版 https://ja.wikipedia.org/wiki/FAIR原則

https://ja.wikipedia.org/wiki/


FAIRデータに関する推奨事項

•研究データ管理に関する大学としての方針策定と
専門委員会によるモニタリング

•保存・管理インフラの提供

•目録管理（公開データ・非公開データとも）

• アクセス制限を付す場合（プライバシー、情報セキュ
リティ、機密保持等）もFAIR原則に準拠、アクセシ
ビリティを段階的に制御

• トレーニング（学生を含むすべての構成員層へ）

• RDA、DCCなど、大学を超えた広域、国際的な活
動への参画



欧州オープンサイエンスクラウド
The European Open Science Cloud



欧州オープンサイエンスクラウド

• デジタル単一市場（DSM）における、より効果的なオー
プンサイエンスおよびオープンイノベーションへの移行を
加速、支援

• 欧州諸国の既存の基盤をベースとして、研究データの
共有や再利用を実現するための統合環境
• 高性能コンピューティング(EUDAT)、ネットワーク(GÉANT) 、
研究図書館コミュニティ(LIBER)、リポジトリ連携
(OpenAIRE)、クラウドサービスやデータセンター(EGI)等

• サービスおよびシステムへの信頼度の高いアクセスや、
分野、社会、地理的境界を越えて共有される研究デー
タの再利用を可能とする

• EOSCpilot、EOSC-hub等の萌芽的取組が進行

CA1921「欧州オープンサイエンスクラウド」をめぐる動向 / 尾城孝一 より要約・抜粋
https://current.ndl.go.jp/ca1921

https://current.ndl.go.jp/ca1921


ふたつの大きな課題

•用いる技術規格や仕様が未確定

•共同で利用できる基盤システムや、データアーカイ
ブ・データリポジトリが提供されるわけではない
• 既存の基盤システム間の接続・リンクによって実現

• 国や大学にとって、EOSC構想への参画は、要素システ
ムの構築運用への投資を意味する



国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター（RCOS）のウェブサイトより

参考



EOSCに関する推奨事項

• データの共有、再利用のための基盤システムの確
保・整備

•検索・発見サービスの構築

• EOSC Declarationへの機関署名（LERUとして
は署名済）

• EOSCと親和する研究データ管理サービスの実現
（→相乗的にEOSCそのものも顧客セントリックに）



教育とスキル開発
Education and skills



オープンサイエンスの浸透へ

•文化の変革には潜在的利点の理解と訓練が必要

•学術出版と研究データ管理、研究公正（博士課程
では最優先）・研究倫理、市民科学など
• ニーズ、聴衆、リソース

• 対面／リモート、教室、ウェビナー、、、

• 公式な研修会
＋on-the-job/at-the-research-bench

• 履修証明

•画一的・標準的な訓練は効果薄く、むしろ逆効果



教育とスキル開発に関する推奨
事項
• オープンサイエンスのコンセプト、発想、実践を組み
上げた教育プログラム（聴衆別、分野別）

•教職員、学生へのスキル開発の奨励（インセンティ
ブ、サポート）

• トレーニング事業の持続性確保

•普及度や効果のモニター（＝機関全体への浸透度
の計測）

• スキル開発のための効果的な仕掛けやツールの探
求、他大学等との協働・事例共有



顕彰とインセンティブ
Rewards and Incentives



顕彰とインセンティブに関する推
奨事項
•採用、評価、昇進方針への組み込み

•採用、評価、昇進担当職員への適切なガイダンス

•研究者ポストの職務説明書等への組み込み

•研究評価におけるインパクトファクター依存からの
脱却 ＋ OA出版、データ・コード・試薬等の共有、
プレプリント公開などの業績認定

•分野別、階層別の適切なサポート、能力開発機会
の提供

•制度の定期的な検証と改善



次世代評価指標
Next-generation metrics



“one of the biggest challenge”

• Next-generation metrics
• 従来の計量指標の正しい使用

• オープンサイエンスにフィットした新たな指標の使用

• インパクトファクター
• 学術雑誌タイトル単位の評価指標

• 個々の論文の価値評価への代用＝誤用
• だが、広く深く根付いてしまっており変えていくのは超たいへん

A=対象の雑誌が2002年に掲載した論文数
B=対象の雑誌が2003年に掲載した論文数
C=対象の雑誌が2002年,2003年に掲載した論文が、2004年に引用された延べ回数
∴C÷(A+B)=2004年のインパクトファクター

ウィキペディア日本語版 https://ja.wikipedia.org/wiki/インパクトファクター

https://ja.wikipedia.org/wiki/


研究評価に関するサンフランシス
コ宣言（DORA）
•脱インパクトファクターを目指した18の勧告

• うち2項目が大学に向けたもの

https://sfdora.org/read/jp/

学術機関へ

• 雇用、任期、昇進の決定する際に用いられる判断基準が明示的である

こと、特にキャリアの初期段階にある研究者に対して、出版物の数量

的指標やその論文が発表された雑誌がどのようなものであるかという

ことよりも、その論文の科学的内容の方がはるかに重要であること

を、はっきりと強調すること。

• 研究評価を行う上で、研究出版物にくわえて研究の（データセットや

ソフトウェアを含む） すべての成果の価値とインパクトを検討するこ

と。また、政策や実用化への影響といった研究インパクトの質的な指

標を含む、幅広いインパクトの評価基準を考慮すること。

https://sfdora.org/read/jp/


ライデン声明（Leiden Manifesto）

1 定量的評価は、専門家による定性的評定の支援に用いるべきである。

2 機関、グループ又は研究者の研究目的に照らして業績を測定せよ。

3 優れた地域的研究を保護せよ。

4 データ収集と分析のプロセスをオープン、透明、かつ単純に保て。

5 被評価者がデータと分析過程を確認できるようにすべきである。

6 分野により発表と引用の慣行は異なることに留意せよ。

7 個々の研究者の評定は、そのポートフォリオの定性的判定に基づくべきである。

8 不適切な具体性や誤った精緻性を避けよ。

9 評定と指標のシステム全体への効果を認識せよ。

10 指標を定期的に吟味し、改善せよ。

小野寺ほか．研究計量に関するライデン声明について（STI Horizon. S(4), 2016）

https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-STIH2-4-00050.pdf

http://www.leidenmanifesto.org/

https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-STIH2-4-00050.pdf
http://www.leidenmanifesto.org/


次世代評価指標に関する推奨事
項
• ライデン声明に応じた評価指標の開発

•昇進、処遇、研究評価の内部プロセスへの組み込
み

• リサーチアドミニストレーターや研究者への、伝統的
評価指標及び新たな評価指標の正しい使い方・
誤った使い方のガイダンス

•若手研究者（とくに博士早期段階）への訓練・浸透



研究公正
Research integrity



研究公正に関する推奨事項

• オープンサイエンスが研究の水準を保証することについ
ての認識共有

• 規範の制定（信頼性、誠実性、法令遵守、説明責任な
ど一般的原則に加え、以下を要請）
• 機関は、研究者の雇用、昇進においてオープンで再現可能な
研究実践を評価する

• 著者は、研究成果を透明かつオープンに利用可能にする
• 研究データをFAIR原則に則り相応しく取り扱う（as open 

as possible, as closed as necessary）
• 研究協力者は、共同研究の当初において研究を透明かつ
オープンにすることに同意する

• 発表先が購読型学術雑誌であるかOA誌であるかまたは他の
出版形態であるかに係わらず、同じ基準を順守する



市民科学
Citizen science



帰結であり源泉

•市民が収集する巨大かつ多様なデータ群

•市民の知識や経験

•市民科学が「科学」であるためには科学の作法の
下に行われる必要がある



市民科学に関する推奨事項

• （社会的意義、教育的意義に加えて）研究手法の
進化形としての認識の共有

•市民科学に関する窓口の一本化

•倫理、法令、プライバシーに係る規範についての研
究者の意識向上

•市民科学の評価方法の確立と業績評価システム
への適用

•市民科学プロジェクトへのデータ管理計画の要請



Conclusionより

16世紀、西洋における活版印刷の発明は、考えを
伝えたり受け取ったりする方法を革新した。とりわけ
プロテスタントは、それぞれ母国語で考えを広めるの
に印刷を活用した。結果として、社会における人の
行動や信念に決定的変化がもたらされた。今世紀、
オープンサイエンスは大学が教育研究成果を生みだ
し、蓄え、広めていく方法を変革する力を持っている。
そしてオープンさを増すことは、大学と社会とのつな
がり方をも変革していく。



イノベーションとその最適な応用

活版印刷術

電子情報通信

1450頃 1665                     20c後半

学術雑誌の誕生
• Philosophical Transactions
• Journal des sçavans

?

OA?

EJ?

国家規模の科学技術開発、
研究評価（publish or perish）、
商業出版社の進出、……

世界の拡大、
交通、通信網の発達、産業革命、……

RDM?

オープンサイエンス思潮



技術的特異点

技術的特異点は、汎用人工知能、あるいは「強い人工知能」や人
間の知能増幅が可能となったときに起こるとされている出来事であ
り、ひとたび自律的に作動する優れた機械的知性が創造されると、
再帰的に機械的知性のバージョンアップが繰り返され、人間の想像
力がおよばないほどに優秀な知性(スーパーインテリジェンス)が誕
生するという仮説である。具体的にその時点がいつごろ到来するか
という予測は、21世紀中ごろから22世紀以降まで論者によってさ
まざまであるが、この概念を多数の実例を挙げながら収穫加速の
法則と結びつける形で具体化して提示したレイ・カーツワイルの影
響により、2045年ごろに到来するとの説が有力視されることが多
い。2012年以降、ディープラーニングの爆発的な普及を契機に現
実味を持って議論されるようになり、2045年問題とも呼ばれている。

ウィキペディア日本語版 https://ja.wikipedia.org/wiki/技術的特異点

https://ja.wikipedia.org/wiki/技術的特異点


書写、書簡
冊子体学術雑誌

試行

錯誤

1450頃 1665               20c末 ↑今ココ

学術情報流通の
量とスピードに対する、
需要と技術革新のいたちごっこ

活版
印刷術

電子情
報通信

次代の
キラー
アプリ
ケーショ

ン

?

学術雑誌


